
 

 

《本園の教育目標》 

○元気がある ○自分のことは自分でする 

〇仲良く遊ぶ 〇ものごとに興味・関心をもつ 

〇思ったことを話し、人の話を聞く 

〇体験や考えに感動する 〇工夫して表現する 
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 『 ピンチの時の振る舞い ～子どもの流儀～ 』 

                               園長  矢田 泰久 

 

12 月に入りました。園内の桜や銀杏の葉も寒風にさらされ 

紅葉し、落葉しています。そんな折、明日はいよいよ恒例の 

おゆうぎ会です。子どもたちはワクワクする期待感や楽しみ 

とともに、チクチクする緊張感も同居しています。けれども、 

これまで踊りに台詞にたくさん練習を積み重ねました。その 

成果を必ずや発揮してくれると確信しています。ただ、発熱 

等の症状を訴える子どもたちが増えつつあります。すでに、 

インフルエンザ感染の診断を受けて当日欠席の子どももおり  ＜幼稚園の紅葉（イチョウ）＞ 

ます。残念ですが、必ずこれまでの練習過程で学んだ表現する醍醐味は大きな糧となります。 
 

さて今、絵本『大ピンチずかん』（鈴木のりたけ作）がヒットしています。子どもの日常

のできごとにはピンチの時がたくさんあります。どう対処するかが興味深く描かれています。

本園の教育・保育活動の場面にも同様なピンチ！は多々あります。 

コップから牛乳があふれ出て机へ、うまく飲んだつもりが口元からあご・首、つには胸へ、

さあこれからお弁当を食べようと箸を付けた途端に目の前に虫が、あくびをしたら急に何か

が口の中へ等々。子どもたちの日常にはこんなピンチが一杯です。 
 

その時、とっさにどう動く（振る舞う）かに子どもたちの個性、発達や能力があらわれま

す。大人として心がけたいことは、危険でない限りはできるだけ見守り、手を貸さないこと

です。すぐに近道や正解を与えることなく、子ども自身が自分でどのように考え、行動する

かを学ぶよき機会です。絶好のチャンスを奪わないことを私は大切にしています。ピンチの

後にチャンス（好機）あり！です。来年もまたよろしくお願い申し上げます。 
 

【おゆうぎ会リハーサル 11/24】   見どころ紹介！とサポート係の皆様に感謝！ 

 

 

 

 

 

 

＜年少ちゅうりっぷ組＞ 「パオパトロール」可愛いおまわりさんの踊りとギター演奏。  

「ハッピージャムジャム」お尻フリフリにキラキラ棒の演技。 
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＜年少たんぽぽ組＞ 「ワイワイワールド」昔懐かしい Dr.スランプアラレちゃん、可愛いい歌詞と決めポーズ。 

「夢のエンドはいつも目覚まし」リズミカルな曲に合わせての格好いい踊り。 

 

 

 

 

 

＜年少つくし組＞ 「ハイホー」可愛く手を振るシーンにご注目。 

「きのこ」CM でおなじみの曲に合わせてカラフルなきのこたちの踊り。 

 

 

 

 

 

 

＜年中さくら組＞「ダンスホール」素敵な帽子と衣装に身を包んだ踊り。「ちゅうりっぷ」キュートな掛け声やポーズに注目。 
 

【12 月の主な行事予定】 

◇ｸﾘｽﾏｽ会：12/13(水) 

◇年長習字参観：12/14(木) 

◇第 2 学期終業式:：12/20(水) 

                                      ◇冬季休業中保育 

：12/21(木)～28(木) 

＜年中うめ組＞ 「魅惑のチキルーム」眠っているチキの神様を起こします。    土日曜除く R6 /1/4(木)5 (金) 

「チキチキバンバン」バンダナとウエスタンハットできめたカウボーイの踊り。 ◇第 3 学期始業式 

：令和 6 年 1 月 9 日(火) 

 

 

 

 

 

 

＜年長もも組＞ 劇「ピーターパン」 最後はみんな仲良くハッピーエンドのエピソード。 

 

 

 

 

 

 

＜年長ひまわり組＞ 劇「ひまわりのこびとのくつやさん」 子ども自ら考えた台詞の動きや踊りのポーズ。 

 
【お知らせ】11 月 22 日付、たんぽぽ組のホセイン・タハムくんが転居のため退園されました。 

新しい地でまた元気一杯楽しく過ごしてください。みんなで応援しています。 


